
　８．中国（地域別調査機関：（社）中国地方総合研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる コンビニ（エリア担
当）

・来客数の伸びが大きく、たばこに引っ張られて、食品の売
上も伸びている。現在の良い状態がしばらく続く。

家電量販店（店員） ・今月は特に悪いが、北京オリンピックも追い風になり、
ボーナス時期にもなるので、良くなる。

やや良くなる コンビニ（エリア担
当）

・当地区では最大の大型店舗の開店を控えており、競争は激
化するが、売上はしっかり確保できる。周囲の店舗の売上減
は多少見込まれるが、その減少分の売上もしっかりとカバー
できる。

コンビニ（エリア担
当）

・たばこをコンビニで購入する客は今後も多く、売上のアッ
プが望める。

コンビニ（エリア担
当）

・コンビニでたばこがある店では、今後も来客数の増加が見
込まれる。ついで買いというような状況も見受けられ、商品
の品ぞろえをしっかりすれば、今後の売上アップにつなが
る。

家電量販店（店長） ・北京オリンピックも間近になり、地上デジタル放送対応の
テレビの購入が加速する。

その他飲食［ハンバー
ガー］（経営者）

・原材料の高騰でやむなく値上げを予定しているが、この時
期の多少の値上げに大きな反発は出ない。

タクシー運転手 ・この先３か月くらいを見ると、今後、松江市の開府400年
祭やＮＨＫの朝の連続テレビドラマの取材・撮影・ロケ等
入ってくるので、人の動きに合わせて我々の業界もこの先良
くなる。

通信会社（販売企画担
当）

・６月からの新商品発売、夏のボーナス需要等により市場が
活性化される。

美容室（経営者） ・新店舗のオープンが６月にあり、それで多少は回復でき
る。

変わらない 商店街（代表者） ・商店街への新規店舗開店の相談も無く、街としての変化が
無いので今後良い方向へと向かう様子がない。現状維持が精
一杯である。

商店街（代表者） ・隣の市のまた隣に、大規模商業施設が開業した。土・日の
度に、客は買物をしなくても見学に行ってしまう状況は続
く。

百貨店（営業担当） ・保険料や食料品値上げなど、婦人服の主力ターゲットであ
るミセスやシルバーへの影響が大きく、消費の回復が望めな
い。

百貨店（営業担当） ・この先２～３か月で大きく売上が回復するような、リ
ニューアルや企画などはない。

百貨店（販売促進担
当）

・今後、中元、セールと大きな商戦が続くがギフトについて
は早期割引への傾斜が強まると思われ、新規顧客が増えなけ
れば総額はマイナスになる見込みである。またセールについ
ても取引先の減産が厳しくなり適品確保が難しく、いずれも
大きな期待はかけられない。

百貨店（販売促進担
当）

・販売の落ち込みは、周辺他店舗も同様の様子であり、原因
がつかめない。食品、ガソリン等の値上げの影響で、洋服、
外食にまわる金を切り詰めているのなら、当分この状況は変
わらない。

百貨店（売場担当） ・景気の上昇の兆しが見受けられないのと、原油や原材料の
高騰により物価が上昇して暮らしにくくなっており、特に地
方では先が見えてこない。

百貨店（販売担当） ・物価高やガソリンの高騰、可処分所得の減少など、先行き
の不安の方が大きく、購買意欲が上がる要素が全くない。

スーパー（店長） ・ここ１年間くらい客についての購買動向は変わっていない
ので、今後も同じような状況で推移する。ただし、商品の値
上げが続き、客の動きが鈍るのではないか懸念される。

コンビニ（エリア担
当）

・競合や異業種の出店が鈍化してきているが、市場は成熟状
態にあるので、３か月後も変わらず推移する。来客数から見
ても大きな変動はなく、財布のひもは固くなっている。

衣料品専門店（地域ブ
ロック長）

・今後も気温が不安定で、売上の見通しが立たない。夏物の
動きが不安定になっている。

家電量販店（店長） ・オリンピック需要が見込まれる薄型テレビは好調を維持す
るものと思われるが、ガソリンを始め諸物価の値上がりによ
り他の大型商品の需要増が見込めない。

家計
動向
関連



乗用車販売店（営業担
当）

・販売台数の維持が大変困難な状況が続く。今後は既納客の
しっかりとした守り切りから、台替えを含めた色々な成果を
求めていく努力を強化し、併せて潜在客を、いかに掘り起こ
し拠点へ誘引していくかが大きなかぎとなっていく。

その他専門店［カメ
ラ］（店長）

・地域経済状況や物価高を反映して、必需品ではない商品の
需要が減る傾向がますます強まる。

高級レストラン（ス
タッフ）

・予約の状況は前年並みで、景気が上向きかどうかはわから
ない。

一般レストラン（経営
者）

・原料は値上がりしているが、まだしばらくは値上げをせず
にやっていけそうである。

タクシー運転手 ・今月は特需的なものがあったが、日々の売上は落ち込んで
おり、これをカバーできたかどうかぎりぎりの状態である。
今後、特需的なものがあったとしても、全体的な売上や来客
数を押し上げることは難しい。

通信会社（企画担当） ・客の様々にものに対して「控える」傾向が２～３か月中に
改善される要素が現在ない。

通信会社（総務担当） ・競合他社の攻勢等により、厳しい状況が続く。
やや悪くなる 商店街（代表者） ・高齢者の医療制度の見直し等、客は将来に対して不安を抱

いている。将来に対して、増税の実施も含めた閉塞感を持っ
ており、消費を減らして貯蓄にまわそうしている。この閉塞
感が解消されない限り、購買には結びつかない。

一般小売店［茶］（経
営者）

・周辺のムードが非常に悪い。このような時にまた倒産でも
起きると、更に悪くなる。最近、様々な団体の総会に出席す
るが、総会でのムードも沈んでおり、打開の道筋が見えな
い。

一般小売店［酒店］
（経営者）

・今後も原油高騰・小麦・鉄鋼などの値上がりが予想され、
販売価格に転嫁されれば、先々についても好転材料がない。
５月の状況が厳しすぎてよくなる気配は感じられない。

一般小売店［印章］
（営業担当）

・大企業からはいつもと変わらぬ注文があり、まだ元気なよ
うだが、個人及び中小企業からの注文が大変少なくなってい
る。また、備品専門店から、客のゴム印注文に際し、少しで
も利益を確保したいので見積もってくれという話があり、ど
こも厳しい経営状態が続くと見ていることを実感した。

百貨店（売場担当） ・関東に拠点を置く大手婦人靴の問屋が倒産し、地方百貨店
の商品確保が困難になってきている。都心部では商品確保が
できているようだが、地方では難しく、８月以降、昨年のよ
うな残暑が続くと商品が完全にショートしてしまい、客への
十分な商品供給ができず売上が苦戦する。

百貨店（売場担当） ・来月、当地域としては久々の大型郊外商業施設が近隣に
オープンする。業態が違うため決定的なダメージはないと思
われるが、当面の間は集客面で苦戦する。

百貨店（購買担当） ・今後の客の動向として、「購入したいのだけれども、生活
必需品にお金が掛かるので、衣料までは手がまわらない」と
なる見通しである。よほど客にメリットのある情報でも流れ
ないと、２～３か月先の客の購買意欲改善の見通しは立たな
い。

スーパー（店長） ・原油高によるガソリンや関連商品、また６月以降にもまだ
まだ値上げが予想され、消費が伸びるような動きは全く見受
けられない。

スーパー（店長） ・食料品の値上げが相次ぎ、客の買い控えが目立つ。単価の
安い商品にしか動きがなく、景気としては良い材料が見当た
らない。

スーパー（店長） ・原油・小麦粉等、原材料の高騰が徐々にではあるが、値上
げという形で商品単価に反映されてきているので、これから
先消費はますます落ち込む。

スーパー（店長） ・明るい情報がなく、ガソリンの値上げ、物価の上昇などを
考えると今後も更に悪くなる。

スーパー（総務担当） ・節約で、中の下あたりの商品が動いている。今後一層その
傾向が増え、買上点数がそのままで売上は減少する。

スーパー（経営企画） ・食料品の価格上昇は今後も続く。さらにガソリンの値上が
りに加え諸々の物価上昇が続くものと思われ、生活防衛の消
費スタイルは今後も続く。

スーパー（販売担当） ・お中元の時期を迎え売上が伸びることを期待したいが、商
品の値上げが相次ぎ、内容や価格等に不安があるのでやや悪
くなる。

乗用車販売店（経営
者）

・明るいニュースは全くなく、原油高は続き個人消費はます
ます冷え込む。

乗用車販売店（店長） ・日用品の物価高騰で買い控えがまん延し、特に高額車につ
いては、販売が難しい状態が続く。



乗用車販売店（統括） ・物価、ガソリン等の値上げなどにより、より厳しい状況と
なる｡

乗用車販売店（販売担
当）

・現在は新商品の効果が出ているが、その効果も次第に薄れ
てくる。

自動車備品販売店（経
営者）

・諸物価の高騰とガソリン価格の更なる値上げが予想され、
車関連の支出は低調に推移する。

その他小売（営業担
当）

・生活必需品ではないため、世の中の値上げ等の風評が広が
れば、購買意欲が減少する。

一般レストラン（店
長）

・外食は、客にとってもぜいたくの一環であり、客の来店頻
度が減少しているのを痛烈に感じ、回復するとは思えない。

一般レストラン（店
長）

・原油高に歯止めが掛からないことと、食品等に対する悪い
ニュースが流れるので、来客数増につながる要因が見当たら
ない。

スナック（経営者） ・我々の業界の知り合いは、店主がみな70歳過ぎで、閉店が
相次いでいる。新規客の開拓もままならず、大変厳しい状態
が続く。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・原油高は、マイカーでの旅行客減少に大きく影響を与え
る。

都市型ホテル（総務担
当）

・原材料の高騰がどこまで続くのか見えない状況にある。先
が見えない景気状況のなかでは、プラス材料を探すのは困難
で、一般宴会等の受注も低調、客単価自体も上がってこな
い。この状況が続く。

タクシー運転手 ・運賃値上げでタクシーの売上を増加させようとしたが、そ
の結果は芳しくなく、値上げに踏み切らなかった会社は値上
げできなさそうである。また、介護保険の制度が厳しくな
り、障害者やその家族から、タクシーの利用を控えていると
いう声をたくさん聞き、厳しい状態が続く。

通信会社（社員） ・様々な物の値上がりなどにより、通信サービスなどの費用
を削減しようとする動きが予想される。

通信会社（通信事業担
当）

・通常であれば、転入などが落ち着き、新規加入が増える時
期ではあるが、反応は非常に鈍く、状況はしばらく変わりそ
うにない。

テーマパーク（財務担
当）

・ガソリンの値上げに連動して物価が高くなってきており、
仕入れ等への影響も考慮すると今以上に厳しさが増す。

テーマパーク（業務担
当）

・来月以降も続く原油高は、来客の９割以上がマイカー利用
の当施設にとって、マイナスの要因にはなってもプラスの要
因とはなり得ない。

ゴルフ場（営業担当） ・今後は、より近郊のゴルフ場の料金が下がるおそれがある
ため、影響を受けるおそれがある。

美容室（経営者） ・同業者の間でも値下げ競争になり、単価が下がり、売上が
下がるという悪循環になっている。

設計事務所（経営者） ・受注活動の増加に反比例するように、顧客の購買状況や実
質収入は減少傾向にある。

設計事務所（経営者） ・現在忙しくしている官庁の物件が終わった後は、民間から
の発注もしばらく期待できない。

設計事務所（経営者） ・建設物価の高騰は更に続くという見方が、あらゆる建築業
種でも言われている。プロジェクトの事業計画が更に成り立
ちにくくなる。

住宅販売会社（従業
員）

・来客数、受注単価の減少が進んでいるが、原価の方は上昇
してきている。

住宅販売会社（販売担
当）

・ゴールデンウィークのイベント来客数が前年比15％減で今
後の受注に影響しそうである。また客は景気の減速感によ
り、購入に慎重である。

悪くなる 商店街（代表者） ・石油価格も上がり、諸物価も引き続き上がるが、所得は伸
びず売上が増える要素が見当たらない。

スーパー（財務担当） ・競争の激化及び仕入れ価格の上昇により、利益率の低下が
予想される。

コンビニ（エリア担
当）

・ガソリンはもちろんのこと、食品も値上がりが続いている
ので、良くなる要因が全く見当たらない。

衣料品専門店（経営
者）

・メーカーの話、同業者の話、商店街の通行量、どれをとっ
ても良くなる兆しがない。

衣料品専門店（販売促
進担当）

・夏のボーナス減や、景気下降のあおりで財布のひもが固い
人が増えている。衣食住のうち、衣食に関しては無駄金を使
わない人が多く見られるため、これから更に厳しさを増す。

家電量販店（店長） ・物価の上昇が続き、客が先行きに不透明感を抱いている。
それに伴い成約数も落ち、先行き不透明である。

その他専門店［布地］
（経営者）

・諸物価の値上がりと、政治も安定しないため、これからも
客に消費意欲がわかない。



観光型ホテル（経理総
務担当）

・値上げラッシュによる生活防衛で旅行や外食は控えられ、
特にガソリンの値上げは旅行への意欲を減退させる。

良くなる ○ ○
やや良くなる 輸送用機械器具製造業

（経理担当）
・生産量の増加が続くことと、新製品の立ち上がりにより売
上増となる。

金融業（業界情報担
当）

・米国経済は減速しているが、欧州・アジア圏では引き続き
堅調で、当面は高水準の受注を維持する。

変わらない 窯業・土石製品製造業
（総務経理担当）

・秋口まで大口の生産が無く、現在の生産量で推移する。原
料価格の高騰が続いており、収益面が厳しくなっている。

鉄鋼業（総務担当） ・世界規模での極めておう盛な鉄鋼需要を背景に、特にアジ
ア方面の需要の高まりから粗鋼生産量は引き続き堅調に推移
する。しかしながら、原料価格の過去に例を見ない大幅な上
昇が見込まれており、鋼材価格改定の状況によっては、収益
面に影響が出る。

一般機械器具製造業
（経営企画担当）

・長期にわたり国内市場の悪化が続いており、売上について
は厳しい状況が当面続く。

電気機械器具製造業
（総務担当）

・ボーナス商戦の受注も弱含みで、部材メーカーからは強気
の話は聞こえてこない。

通信業（部門長） ・原油価格の高騰に歯止めがかかる要素は無く、市場の活性
化は望めない。しかし、通信業界においてはコスト削減のた
めの提案ができることから、営業に及ぼす影響は少ない。

通信業（営業企画担
当）

・諸物価上昇のなかで現在の通信サービス価格は底値に近い
が、新たな通信インフラ（ＮＧＮ）の進展などについて顧客
の様子見傾向が今しばらくは継続し、通信業界にとっては需
要増の期待材料が見当たらない。

やや悪くなる 食料品製造業（総務担
当）

・原材料費と光熱費の高騰に歯止めが掛からず、先が見えに
くい。

繊維工業（統括担当） ・原油を中心とした原材料の値上がりが続くこと、また、四
川大地震、ミャンマーのサイクロン、日本政治の停滞感等、
明るい材料は見当たらない。

化学工業（総務担当） ・原材料費の高騰が大いに影響するようになってきている。
金属製品製造業（総務
担当）

・鉄原材料価格の動向をみて、半年ごとに得意先と価格交渉
を行っているが、今年に入り鉄原料価格が想定以上に急上昇
し、半年先である９月を待たずに値上げを要請しなければな
らない。得意先がどの程度認めてくれるかは不明だが、厳し
い交渉となる。

輸送用機械器具製造業
（総務担当）

・今後も受注量・生産高共に横ばいの状況が続くと思われる
が、原材料価格の高騰に加え、６月からは石油製品の一斉値
上げや人件費特に税金の負担増、為替の動向など不透明な要
因を抱えており、先行きが非常に懸念される。

その他製造業［スポー
ツ用品］（総務担当）

・最近また倒産の話をよく聞く。消費材の値上げやガソリ
ン・重油の値上げまた電力料の値上げで特に中小企業は非常
に厳しい立場に立たされている。もともと日本で作ったもの
は値段が高い点で不利であり、そのため製品への価格転嫁を
難しくさせている。

輸送業（統括） ・燃料費の高騰が続く限り、景気は良くならない。
金融業（営業担当） ・物の値段が上がってくることが問題である。例えばケーキ

屋では、材料費のチーズが２倍、チョコレートは60％、小麦
粉類が30％の値上がりで、包装紙材も５％の値上がりであ
る。運送業では、トラック20台程度所有の企業では、ガソリ
ン代の高騰で月間100万円以上の燃料代が掛かる。こういっ
たことが今後、収益を直撃する。

会計事務所（職員） ・コストアップの額自体はささいなものだが、結果を見ると
業績悪化の大きな影響となっている。それに加え、受注単価
の引き下げ要求が今後ますます厳しくなる。

悪くなる コピーサービス業（管
理担当）

・我々の業界は以前から景気は悪く、最近の景気後退感を受
けて、更に業績悪化が進行する。

良くなる － －
やや良くなる 求人情報誌製作会社

（支社長）
・新卒採用でいったん止まった中途採用が動き出し、募集広
告などが増えてきている。採用後の人の動きで、小さいなが
ら消費が動き出す。

求人情報誌製作会社
（担当者）

・引き続き秋口までの合同説明会の問い合わせが増えてい
る。

変わらない 人材派遣会社（担当
者）

・求人数の状況から見ると、ここのところ数か月は停滞した
ままで改善の見通しが立たない。

学校［短期大学］（就
職担当）

・求人件数については前年とあまり変化がないが、雇用形態
については派遣・委託・臨時等の求人が増加傾向にある。

やや悪くなる 人材派遣会社（支店
長）

・派遣終了の話が増加しつつある。

企業
動向
関連

雇用
関連



職業安定所（職員） ・原油価格高等の影響で軒並み材料費が上がるなか、即販売
価格に転嫁するのは難しい状況もあり、今後の対応に頭を悩
ませている企業が数多くあり、結果として求人意欲が冷え込
みつつある。

職業安定所（雇用開発
担当）

・規模別に見ても、また、産業別に見ても企業の求人意欲が
減退している。

民間職業紹介機関（職
員）

・求人依頼件数が来月も伸び悩む結果となれば、３か月後の
景気にも影響を及ぼし、現状より更に悪くなる。地場上場企
業の決算報告でも明らかなように減益企業が目立ち、低空飛
行を余儀なくされる。

民間職業紹介機関（職
員）

・求人は継続しているが、即戦力を求める傾向が特に強くな
り、採用のハードルが高くなってきているので、正社員の雇
用増に結びつかない。

悪くなる ○ ○


